
西部第三土地区画整理記念館　　　　
解体工事に伴う近隣説明会

春日部市消防本部　総務課
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１　開会

２　あいさつ

３　内容
（１）西部第三土地区画整理記念館解体工事について
（２）質疑応答（解体工事に関すること）
（３）新分署の基本設計について
（４）質疑応答（新分署に関すること）

４　閉会
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（１）西部第三土地区画整理記念館解体工事について

この工事は、春日部消防署浜川戸分署と幸松分署を統合するため
の移転先として、新たな分署の建設予定地となっている西部第三
土地区画整理記念館を解体するものです。

敷地の現存建物や樹木、フェンスなどの外構を解体し、
約２，８６７㎡を整地します。
※現存建物のうち、
　シルバー人材センターの作業所は解体しません。
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解体工事：株式会社　中野組

工事監理：有限会社　勝建築設計事務所

解体工事について
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　令和７年３月に新築工事設計業務委託を契約しました。令和１０年度新分
署完成を目指し、庁舎の規模、庁舎の配置、外構や出入口などを検討するこ
ととあわせ、機能性や経済性、近隣の生活環境に配慮することなどを追求し
ながら新分署建設に向け、現在、設計を進めています。
　

（３）新分署の基本設計について
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①構造　RC造2階建
②面積　約６５０㎡
③人員　最大２３人（毎日勤務１人・交代制勤務２２人）
④車両　最大４台
　　　・化学消防ポンプ自動車　１台
　　　・消防ポンプ自動車　１台
　　　・救急自動車　１台
　　　・査察車　１台

庁舎規模と配置人員・車両について
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庁舎配置（例） 
 

西 東

南

北

・送電線の下、電線との水平距離３ｍの範囲
には建築不可となる。

・６６，０００Ⅴの高圧線から直下は３．６ｍの
離隔距離が必要となる。

建築不可範囲を避けて床面積が
大きくとれる位置に庁舎を配置

敷地への出入口は
・西側の国道側
・北側の市道側
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①市民の安心・安全を守る防災拠点となる施設・・・非常用自家発電設備を整備

②機能性が高く消防力が向上する庁舎・・・日頃から訓練ができる庁舎

③環境に優しく経済性に優れた庁舎・・・LED照明や人感センサー付き照明など　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　省エネルギー設計

④近隣の生活環境に配慮する庁舎・・・低騒音機器の採用やサイレン・放送音に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　対する防音措置

新庁舎に求めるもの
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非常用発電設備 
   停電時の電源確保のため、７２時間は外部からの供給なしに業務が継続できるよう非常用発電設備を
設置します。また、浸水などの被害に対応するため、設置場所は屋上などの高所を検討します。 
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庁舎外観 
　　　ア　市民が安心できるよう一目で消防庁舎とわかる建物とします。 
　　　イ　雨漏り対策を十分施し、施工のみならず設計時点よりその対策を検討します。 
　　　ウ　庁舎を使用した各種訓練が実施できるようバルコニーの設置や屋外階段の設置など検討します。
               また、必要な箇所を補強し破損しないようにします。 
 

バルコニー補強（外側）
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出動準備室 
　　車庫までの出動動線上に、２３人の職員が使用可能な防火衣ロッカーを設置し、スペースを有効に活用できるよう、交
代番で利用できる回転式ロッカーを導入します。また、出動準備室に出動指令端末を設置し、迅速に出動できるよう検討
します。 
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女性用スペース 
   仮眠スペース、浴室及び洗濯スペースなど女性職員が当直するために必要なスペースを１カ所に集約して設置し
ます。女性用トイレについては、来庁者を想定し共用スペースに設置します。 

女性用スペース（仮眠スペース） 女性用スペース（洗面・浴室）
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